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新発田市と新潟市役所間の所要時間が約10分短縮す
るなど、周辺市町村から新潟市への移動時間が短縮。
モータリゼーションの進展に加え、新潟東西道路に
よる新潟市近隣地域との時間的・心理的な距離の短
縮により通勤圏が拡大し、旧新潟市への通勤者数は、
30年間（S45～H12）で2.4倍に増加。
新潟東西道路は、新潟市への通勤時間短縮による郊
外からの通勤の利便性向上など、より便利で快適な
生活を支援。

新潟東西道路の整備により沿線地域の通勤の利便性が向上

新潟西バイパス 新潟バイパス 新新バイパス

延長7.9km
H17全線開通

延長11.2km
S60全線開通

延長17.2km
H14全線開通

新潟東西道路
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出典：国勢調査

昭和45年(1970年) 

（万人/日）

旧新潟市への通勤人口が
約2.4倍

旧新潟市への通勤者数の推移（通勤率5%以上）

平成12年(2000年)

出典：国勢調査

5%以上10%未満

10%以上15%未満

15%以上20%未満

20%以上
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S48 新潟BP
全線暫定2車線開通

※ 新潟市内常住者は含まない

S60 新潟BP
全線完成6車線開通

H元 新新BP
全線暫定開通

H10 新潟西BP
全線暫定開通
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新発田市～新潟市の所要時間

約55分 約45分
新新バイパス
全線開通前
（S49）

新新バイパス
全線開通後
（H27）

曽和IC～新潟県庁の所要時間

約22分 約17分
新潟西バイパス
全線開通前
（S63）

新潟西バイパス
全線開通後
（H22）

曽和IC

国道８号 新潟バイパス

旧新潟市通勤圏（通勤率5%以上）の経年変化（昭和45年⇒昭和60年⇒平成12年）

新潟バイパス【昭和52年 暫定2車線】 新潟バイパス【平成17年 完成6車線】

新潟市への通勤が便利に！
～便利で快適な通勤を実現～

至 竹尾IC至 竹尾IC

至 海老ヶ瀬IC至 海老ヶ瀬IC


